
 

 

 

 

 

毎年よ 彼岸の入に 寒いのは   正岡 子規 

月の経つのは早いもので、平成２９年度も残すところ１ヶ月となり 

ました。 

６年生にとっては、南郷小で過ごすのもあとわずか。在校生、職員 

みんなで残された期間を大切していきたいと思います。 

 

 
 

 

南郷で出会った素晴らしい子どもたち・・・ 

これは、あるホームページに紹介されたタイトルです。 

 ２月１４日（水）突然スポーツ記者の方が学校を訪問されました。「西武のキャンプの取材を終え、球場か

ら南郷駅に向かっていたところ、途中で出会う小学生がみんなあいさつをしてくれるので、学校でどんな指導

をしているのだろうと興味がわき、訪問させてもらった」とのことでした。子どもたちのことを褒められてう

れしくないはずはありません。早速校長室にお通しして子どもたちのこと、南郷地区のこと等をお話ししまし

た。最後に、今日の話をホームページにアップさせてほしいという申し入れがあり、悪いことではないので承

諾したところでした。 

 後日、インターネットを開いて検索をかけてみたところ、 

申し入れのあった記事を発見しました。記事を読んでいく 

と、南郷小の子どもたちや南郷地区のよさが書かれていま 

す。何よりもうれしかったのは、子どもたちが常日頃から 

とっている行動がよその方からよい評価をされたというこ 

とです。先月号でも述べましたが、子どもたちは「当たり 

前のこと」を「当たり前のこと」としてやっているだけな 

のです。強制的にさせられているわけではないし、人によ 

く見てもらおうと思ってしているわけでもありません。 

その「当たり前のこと」が南郷の地を訪れている方たちに 

とって心地よいものとなっていることが何よりも励みに 

なります。まさに「おもてなし」の心が身に付いた子ども 

たちです。 

ちなみにそのホームページのＵＲＬを紹介しておき 

ます。お手持ちのスマートフォンやパソコンでご覧に 

なってみてください。  

 

 

 

 

 

 

学校だより                        平成３０年３月１日発行 

№１１               夢 一丸 

紹介した句は幼い頃の子規が「彼岸なのに寒い」と言ったところ、母親が「毎年のことよ」と答えたやりとりをそのま

ま俳句に詠んだといわれています。「暑さ寒さも彼岸まで」とよく聞きますが、意外と寒の戻りがあって、春が待ち遠し

い今日この頃です。 

 

https://baseballking.jp/ns/144458 

余談ですが・・・ 

 プロ野球やＪリーグなどがキャンプを行う２月、日南市内は活気があります。頻繁に往来するシャトルバ

スや県外ナンバーの車。そしてチームカラーでコーディネートした人々でにぎわう球場周辺。日南に住み、

南郷小に勤務する者にとってありがたいことだと思います。お互いに大切にしていきたいですね。 

【ホームページの冒頭部分】 

裏面もご覧ください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（金） 

 

６日（火） 

９日（金） 

 

１４日（水） 

 

参観日 

校内版画展（～３／９） 

第２回学校評議員会 

お別れ遠足 

ＰＴＡ役員会・運営委員会 

卒業式予行練習 

 

１６日（金）

２２日（木） 

２３日（金） 

２６日（月） 

２９日（木） 

 

南郷中学校卒業式 

卒業式準備 

卒業式 

修了式 

離任式 

 

３月の主な行事 

裏面もご覧ください 

ある寒～い日の風景 

１月から２月にかけて、寒さの厳しい日が続きました。 

そんな日でも子どもたちは元気に登校してきます。中には、 

途中で見つけた霜柱を手に持ってうれしそうに見せてくれる 

子もいます。ある日、プールの方から子どもたちのはしゃぐ 

声が聞こえてきました。何事だろうと思って行ってみると、 

あまりの寒さでプールにたまっていた水が凍っていたのです。 

担当の職員が気を利かせてプールを開放したところ、たちま 

ち子どもたちが集まっていた次第です。デッキブラシなどを 

手に取り、興味津々に氷をつついています。 

元気な子どもたちです。我々大人だったら、近寄ろうとも思わないのでしょうけど・・・・。 

なわとび集会 

２月２日（金）なわとび集会を実施しました。 

この日に向けて子どもたちは、個人で短なわを、 

学級では長なわの練習に取り組んできました。 

その練習の成果を発表する日です。 

まずは、短なわからです。１分間に何回跳べる 

か挑戦します。（内容については前月号のとおり） 

運動場いっぱいに広がって全校児童が短なわ跳び 

に取り組む光景は壮観でした。 

そして、次は長なわ跳びです。体育の授業や昼休み時間などを使って各学級で一生懸命練習を重ねてき

ました。さすがに高学年はどの学級も素早くリズミカルに跳んでいきます。低学年も負けてはいません。

スピードこそないものの声をかけ合いながら確実に跳んでいき 

ます。そこで、感心したのは、引っかかってしまう友達がいて 

も誰一人責める子がいません。ひっかかっても「大丈夫！」「次 

がんばろう」と声をかけて励ましています。心が育っている姿 

を見せられました。 

結果はどうあれ、学級全員が協力しながら心を一つにして取 

り組んだことが大きな収穫だったのではないでしょうか。 

【水面の氷を割ってかき集める子どもたち】 

【全校児童で短なわ跳びに挑戦】 

【クラスが一つになっての長なわ跳び】 


